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交通安 タ 事業計三重県交通安全研修センター事業計画書の要旨

申請者名 中部安全サービス保障株式会社

１．管理運営方針

２．運営業務に関する計画

弊社は、交通安全教育指針（平成１０年国家公安委員会告示第１５号）に基づき、三重県交通安全研修

センター条例等の内容を踏まえ、下記の『８つの基本方針』に基づき管理運営をします。

① 県民の安全な生活の確保のためにも、研修センターの設置目的に沿った、交通安全対策の推進に

寄与する管理運営を実施します。

② 三重県遠隔地等で交通安全研修センターの研修事業を出張展開し、研修センターにリピーターとし

て来館してもらえる、県民に愛される交通安全研修センターにします。

③ 新しい時代の「公」を担う企業として、利用の平等性を確保します。

④ お金をかけるのではなく、知恵と工夫と行動と県民（利用者）の声を武器とし、良い交通安全研修セ

ンターに改善します。

⑤ 専門分野の職員も必要ですが、何でも出来るマルチな人材を育成し、職員で出来る事は職員で実

施し、外部委託費等の削減をします。

⑥ 研修センター外部にて監査・チェック体制をとり、健全な管理運営体制とします。

⑦ 指定管理者制度の利点を生かし、効果的・効率的な管理運営を追求します。

⑧ 三重県の交通安全教育の核としての機能を充実させ、役目・役割を果たします。

弊社は、利用者の公平、公正な利用について下記のように実施します。

① 業務の適正かつ確実な履行に万全を期します。

② 業務の履行における公平、公正性の確保に努めます。

③ この職務の信用を傷つけるような行為はしません。

以上の３項目を基本に、三重県及び関係各団体様の名誉を汚すことのないように業務を遂行します。

弊社は、民間でしか出来ない、『楽しく、わかりやすい、交通安全教育』を実施したいと考えます。研修カ

リキュラムは、要求されている１５プログラムを実施します。

弊社として、特に力を入れて実施していきたいターゲットは、①保育所児童・幼稚園児②小学生（低学

年）③小学生（中学年）④小学生（高学年）⑤高齢者であると考えています。

弊社が今まで培った防犯セミナーでのノウハウを役立て、三重県の交通安全教育に貢献していきたいと考

えています。

交通安全の指導者は、交通安全の知識・技術が重要であるということも必要ですが、人に教える者として

の基本ノウハウから指導していきます。安全教育の内容としては、歩行者・自転車を重視し、弊社の重要

ターゲットと同じ子供と高齢者についてやさしく指導・教育ができるように養成します。

弊社が考えた研修センターでの研修プログラムは、出前研修においても同じ内容・クオリティーで出来る

ようにいたします。なぜなら同じ三重県に住んでいるのに、遠隔地等の方々は同じサービス（研修）が受け

られないのは、不公平であると考えたからです。研修会場での研修内容は、目的別に研修が出来るように

します。

一般的に高齢者は、加齢に伴い身体機能が変化し、歩行者としても運転者としても、道路を通行する際

に従前の行動をとることができない場合や、免許を受けていない、交通安全教育の受講経験がない等の

理由から、交通ルール等に関する理解が十分でない場合があります。

そこで、加齢に伴う身体機能の変化が道路における行動にどう影響するのかを理解させるとともに、歩行

者の習得、自転車利用者の心得等について理解を深め、安全に道路を通行できるようにすることを目的と

します。

情報提供及び広報ＰＲ事業の核として、インターネットにてセンターホームページの活用及び充実をはか

ります。県民誰もが、必要な情報を即時に入手でき、また、ホームページを見て、研修センターに来館した

くなるような、楽しくて面白くて役に立つホームページに変えていきます。

展示スペースの活用については、交通安全に関する情報の掲示及び特設コーナーの設置等を基本に考

えますが、弊社としてはイベント会場としても使用したいと考えています。

イベントとは、公開交通安全セミナー（子供編・高齢者編）の開催 及び 交通安全啓発ビデオ上映会場

（プロジェクター使用）として使用も考えています。




